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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月24日(2017.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相対する第１及び第２構造化表面を有する光学フィルムであって、前記光学フィルムは
　前記第１構造化表面上に形成された複数の伸長プリズムと、
　前記第２構造化表面上に形成された複数の伸長分離分散構造と、を含み、各分離分散構
造が、低分散部分に沿って配置された高分散部分を有し、
　前記プリズム及び前記分離分散構造は、プリズムと分離分散構造とが一対一対応で配置
される、フィルム。
【請求項２】
　各前記分離分散構造について、前記低分散部分が滑らかな表面特性を有し、前記高分散
部分が粗面化された表面特性を有する、請求項１に記載のフィルム。
【請求項３】
　各前記分離分散構造が、前記第２構造化表面の湾曲セグメントを含み、各分離分散構造
の前記低分散部分及び前記高分散部分が、前記湾曲セグメントの滑らかな部分及び粗面化
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された部分をそれぞれ含む、請求項１に記載のフィルム。
【請求項４】
　各分離分散構造について、前記高分散部分が粗面化された部分であり、前記低分散部分
がレンズレットである、請求項１に記載のフィルム。
【請求項５】
　各分離分散構造について、前記高分散部分がレンズレットであり、前記低分散部分が平
坦である、請求項１に記載のフィルム。
【請求項６】
　各分離分散構造の前記レンズレットが、発散性レンズレットである、請求項５に記載の
フィルム。
【請求項７】
　各分離分散構造の前記レンズレットが、収束性レンズレットである、請求項５に記載の
フィルム。
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